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新規実施項目のご案内 
 

 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでご案内申し上げます。 

敬具 

（ 記 ） 
 

【項目名】 ： 血中薬物濃度 クロザピン（商品名：クロザリル） 
 

【受託開始日】 ： ２０２３年４月１日（土）受付分より 
 

【受託要領】 

項目名称 クロザピン 

項目コード ８６６ 

検査容器 ０ ・ 全血用スピッツ 

検体量・保存 血清 ０．３ｍL ・ 凍結 

測定方法 ＬＣ‐ＭＳ/ＭＳ法 

基準値 

（単位） 
なし（ｎｇ/ｍＬ） 

報告範囲 １０．０未満～最終値 

報告桁数 小数第１位 

所要日数 ５～１１日 

実 施 料 

４７０点 

統合失調症の患者であって治療抵抗性統合失調症治療薬（クロザピン）を 

投与しているもの 

判 断 料  特定薬剤治療管理料 １ 

備   考 血清分離剤入り採血管は使用しないでください 

クロザピン（商品名：クロザリル）は、治療抵抗性統合失調症の抗精神病薬で、既存の治療薬が効かない治療

抵抗性統合失調症に限り投与適用となります。 

処方量と血中濃度との関係は個人差が大きいとされますが、血中濃度と相関のある副作用も報告されておりま

す。クロザピンの血中濃度測定は、投薬による有害事象を減らし、有効な処方量を把握する指標として重要で

す。本検査は、ＬＣ‐ＭＳ/ＭＳ法により、クロザピンおよび代謝物であるデスメチルクロザピンの血中濃度をご報

告いたします。 

【検査方法の参考文献】 
 Ｒａｏ Ｌ．Ｖ．ｅｔ ａｌ． ： Ｊ．Ｃｌｉｎ．Ｌａｂ．Ａｎａｌ．２３，３９４‐３９８，２００９． 

 佐藤紀宏，他 ： 島津製作所 Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ Ｎｏｔｅ ７３， 

  ＬＣ/ＭＳ/ＭＳを用いたクロザピンおよび２種の代謝物の新規血漿中濃度測定法の構築 １‐４，２０２１． 

  ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ａｎ．ｓｈｉｍａｄｚｕ．ｃｏ．ｊｐ/ａｐｌｎｏｔｅｓ/ａｐ_ａｐｌｎｏｔｅ７３‐ｊｐ．ｐｄｆ． 

【参考資料】 
 クロザリル適正使用委員会編 ： クロザリル患者モニタリングサービス（ＣＰＭＳ）運用手順（第６．１版） 

 ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ．ｃｌｏｚａｒｉｌ‐ｔｅｋｉｓｅｉ．ｊｐ/ｓｉｔｅｓ/ｃｌｏｚａｒｉｌ_ｔｅｋｉｓｅｉ_ｊｐ/ｆｉｌｅｓ/２０２２‐１０/ＣＰＭＳ_６．１．ｐｄｆ 

（２０２３．１．１６確認） 


